
＃＃FAX 番号＃＃ 
＃＃会社名＃＃  介護予防事業ご担当者様 

 
平成１８年度独立行政法人福祉医療機構（WAM）長寿・子育て・障害者事業年鑑地方分掲載（110 頁） 

 
「自立生活を可能にする創動運動講習会開催事業」報告書ご提供のお知らせ 

 
この報告書は、機器導入に必要な経費が非常に安価な介護予防の 

実施マニュアルであり、湘南地方の数施設で介護予防リハビリとして実施中です。 

全ての講演予稿を掲載した WAM 提出用報告書に、若干の残部がありますので、 

ご希望のご施設へご提供します。 

 
 
 
 
 

自立社会構築のための機器普及プロジェクト（NPO 法人高齢市民が活躍するための社会技術研究会）は、

WAM の助成を得て標記事業を実施いたしました。平成 18 年度事業年鑑には以下報告されています。 

 

 
講演会のお知らせ ★★★ 関東経済産業局からのお知らせより抜粋 ★★★ 
□■ＮＰＯ法人高齢市民が活躍するための社会技術研究会講演会 

「団塊世代に問う。…あなたはこれからどうしますか」■□ 

▼日時：2007 年 9 月 24 日(月)祝日 16:00～ 

▼会場：藤沢市民会館 第 2会議室 

▼参加者 50 名(先着) 申し込みが必要 

▼後援：藤沢市・藤沢市社会福祉協議会・社団法人藤沢市医師会・ＮＰＯ法人バイオフィ

リアリハビリテーション学会 
高齢市民が活躍するための社会技術研究会講演会講師：理事長 滝沢茂男（文部科学省指定研究機関バ

イオフィリア研究所所長）・副理事長 松岡幸次郎（淑徳大学教授）・理事 高田 一（横浜国立大学工学

研究院教授）・木島英夫（木島整形外科医院院長）・常務理事 芝 忠（神奈川県異グ連事務局長）・他 
 

請求先： NPO 法人高齢市民が活躍するための社会技術研究会 

（自立社会構築のための機器普及プロジェクト） 

     251-0871 神奈川県藤沢市善行 7-5-4  FAX 0466-81-8815  
     E-Mail takizawa@biophilia.biz    http://www.jiritu.org/ 

ご希望のご施設様は封筒に５００円分切手を同封の上、報告書希望と

明記してお申し込みください。 

 

本事業で運動マニュアルを作成し、講習会・報告会を開催して、歩行補助器具やリハビリテーショ

ン運動用の創動運動器を紹介しました。創動運動によりプログラム化リハビリ（米国特許：タキザワ

式）が可能になります。実施により、骨折術後や脳血管障害の後遺症を持つ高齢障害者や虚弱高齢者

の ADL 向上と、多くの人の生活自立獲得を期待しています。 

普及のために、全国の社会福祉協議会や介護関係施設にマニュアルを提供しました。 

慶應大学での準備会から学生サークル（ABAS）の活動が始まり、さらに NPO 法人「高齢市民が活躍

するための社会技術研究会」が生まれました。 

 

事業後援 神奈川県社会福祉協議会・茅ヶ崎市・バイオフィリア リハビリ学会 他 
 
講師                                  
牛澤賢二教授（産業能率大学）・牧田光代教授（新潟医療福祉大学）・滝沢恭子理学療法士（湘南健友

会長岡病院）・木村哲彦教授（国際医療福祉大学)・白澤卓二分子遺伝学研究部長（東京都老人総合研

究所）・高田 一教授（横浜国立大学工学研究院）・鈴木勝貴社長（鈴木運輸）・（他・当会理事） 

会員募集中です。 


